
 

    

   

 

 

  

   

  

  

   

今回の情報紙では、「中高生鮎友釣り選手権」について紹介します。 

   中高生鮎友釣り選手権は「郡上の未来をつくるアイデアコンテスト（市内の中学生・高校生から地域の課題を 

  解決する提案を募集する市民協働センターの事業、旧称 Good郡上プロジェクト）」の提案が実現した代表的な 

  事例です。  

                       平成 26年度入賞提案「若い釣り人を増やそう」（細江太平さん、安 

田竜馬さん、澤崎圭伸さん、石田凌也さん、三浦啓輔さん） 

                        郡上は鮎の友釣りが盛んで今後も発展させる必要があるが、地元の 

                        釣り人の高齢化が進んでいることを課題ととらえた上で、解決策と 

して中高生による鮎の友釣り大会を提案されました。大会や鮎釣り 

教室を開くことによって若い世代にも鮎釣りに対する関心をもって 

もらうとともに、技術の向上と鮎釣り人口の増加を意図したもので 

す。平成 27年に第 1回の「中高生鮎友釣り選手権」を開き、今年で 

7回となりました。今では、郡上の夏の風物詩と言えるイベントへ 

と発展し、10年目に開催する全国規模の「鮎友釣り甲子園」という 

夢に向かって進んでいます。 

                      

                      【郡上鮎の会（中高生鮎友釣り選手権主催団体）より】 

                      8月 7日(日)に、「中高生鮎友釣り選手権.7」を開催しました。天候 

                      を心配していましたが、晴天のもとで開催することができました。 

                      暑い中でしたが、県下から集まった選手たちは、釣りを楽しみ川に 

                      親しむことができました。また、選手一人ひとりが事前の講習で学 

                      習したことを生かし、レベルの高い競技を繰り広げていました。特 

                      設ステージを活用して、開閉会式や友釣りの実況解説、表彰セレモ 

                      ニーを行いましたが、選手たちにスポットがあたる演出ができたと 

                      考えております。 

                      また、同時開催イベント「鮎 EXPO」では、13店舗のブース出店や 

                      YYP(やりたいことをやるプロジェクト)on Stage 等のステージイベ 

ント、鮎塩焼きの無料配布、鮎つかみ取り体験、バスケットボール 

体験などを実施しました。「鮎に親しみのない方々への発信」を意 

図したイベントでしたが、来場者の楽しそうな姿や笑顔を見ること 

ができて大変嬉しく思っております。支えていただいた全ての皆様 

に心から感謝しています。 

今回の挑戦を振り返って、次年度以降より良いイベントの開催をめ 

ざします。 

                       

中高生が地域の課題解決するため 

提案・実現した事例を紹介します！ 

中高生鮎友釣り選手権（郡上鮎の会）
についての情報はこちらから↓↓ 



 

   

  

  

 

   今回紹介する団体は、『一般社団法人長良川カンパニー完熟堆肥づくり部会』です。団体の活動についてや郡上 

  市の魅力ある地域づくり推進事業補助金の活用方法などを事務局の下田知幸さんと高橋祥子さん、メンバーの進 

藤彩子さんにお話を伺いました。 

   

  Q.長良川カンパニー完熟堆肥づくり部会はどんな活動をしていますか？ 

   脱炭素社会の実現に向け私たち市民レベルで始められる取り組みとして、「完 

熟堆肥づくり」を 2021年から開始し、現在、19世帯 3 事業者で活動をしてい 

ます。近年、学術的に体系立てられた堆肥づくりの仕組みを学び、「食・農・ 

ゴミの循環モデル」による『川を守る完熟堆肥づくり』の実証実験を行って 

います。水分の多い食品残渣の堆肥化による焼却処理コストの削減や、質の 

高い堆肥づくりによる、美味しい野菜づくりや化学肥料や農薬の河川流亡が 

起因となっている環境問題の解決を完熟堆肥づくりの活動で目指しています。 

  Q.補助金はどのように活用していますか？ 

  完熟堆肥について講演会やワークショップ、ヒアリングなど講師の方への謝 

金や旅費、コンポスト作成の資材に掛かる諸経費、完熟堆肥の情報を整理し 

た小冊子作成に関わる監修費や委託費などに活用しています。 

  Q.今後の活動について 

  完熟堆肥は新しい取り組みであるため、多くの方に知っていただけるよう、仕組 

みやつくり方をまとめた小冊子を作成しています。完熟堆肥づくりは微生物の高 

温発酵により、悪臭がなく誰でも簡単に取り組むことができます。小冊子や活動 

を通じてコミュニティを拡大し脱炭素社会の実現を目指します。完熟堆肥を活用 

した野菜づくりに協力していただける農家様との連携や、完熟堆肥の処理施設 

の整備も実施しています。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

2022 年 9 月 1 日  発行       岐阜県郡上市大和町徳永 585 番地 郡上市役所大和庁舎１階 

                            TEL:0575-88-2217 FAX:0575-88-2218  E-mail:kyodo-c@gujo-tv.ne.jp 

                            月～金曜日 8:30～17:15(祝日・年末年始は除く) 

                              https://www.gujo-siminkyodo.org/ 

    《サブセンター窓口》 

    郡上市役所（政策推進課）・ 各振興事務所       和良おこし協議会        NPO 法人ななしんぼ 

元気なまちづくり活動をしている 

団体を紹介します！ 

長良川カンパニー、完熟堆肥の 
情報は、右の QRコードから見る
ことができます。 


